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ベトナムは近年経常赤字の改善やインフレの抑制など、マクロ経済で種々の課題を抱える一方、足元では個人 

消費が急速に拡大している。ベトナム全体の１人当たり国内総生産（ＧＤＰ）は１５００ドル超にすぎないが、ハノイ・ 

ホーチミン両都市はサービス業普及の目安とされる３０００ドルを突破し、消費の裾野が加速してきた。特にコンビニ

エンスストア（ＣＶＳ）やショッピングセンター（ＳＣ）が新たな消費スタイルを提案しつつ、消費をけん引していくと思わ

れる。 

 ＣＶＳは労働時間の増加による短時間での買い物ニーズや、学校帰りに友人と軽食を取りながら歓談するニーズ

などをくみ取りつつ急速に成長を遂げている。直近のベトナムのＣＶＳ店舗数は、主要ＣＶＳ事業者合計で３００店舗

に満たず、伸びしろは大きい。サークルＫやファミリーマートなどに加え、セブンイレブンも近く新規出店を予定する 

など出店ペースは更に加速することが予想される。 

 また、１月１日にホーチミン市でプレオープンしたイオンモール・タンフーセラドンには、初日だけで約７万人が来店

し、ＳＣ業態の潜在性の高さがうかがえる。従来ベトナムでは、郊外で若年層を主なターゲットに据えた複合商業  

施設が限られていたこともあり、今後新たな消費スタイルとしてＳＣが浸透していくと考えられる。 

 マーケティングを検討する上で、前述の近代小売りチャネルに加え、消費者の「安全性」の高さも重要な要素となる。

近年の粉ミルク汚染や輸入食品の偽装などもあり、市場調査会社ＧｆＫが２０１３年に世界２８カ国を対象に実施した

アンケートでは、ベトナムで「購入する食品の安全性を気にかけている」と回答した比率は７６％と、世界平均３６％を

大幅に超過した。ベトナム人は価格に対して敏感と言われるが、現地生産などにより、安全・安心な商品を低コスト

で販売出来れば商機は大きいだろう。 

 タイの消費市場が成熟化に向かう中、消費性向の高い若年層人口を抱えるベトナム市場の攻略は、メコンデルタ

市場攻略上、重要テーマの一つと位置づけられる。 

（『日刊工業新聞』 ASEAN マーケット⑤2014 年 2 月 20 日付より転載） 
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